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E領域(高度=90-130 km)：90-150 nm (NO, O, O2)
F領域(高度=130 -1000 km)：100 nm以下(H, He, O)
1.3 熱圏・電離圏大気の変動に関係する波長領域
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下側：5%の増加として計算0.5 1.0 1.5 2.0



























































































































20   40 60 80 100
Wavelength [nm]
1996 2000 2004 2008
Year
E領域(電流層= Sq場の振幅に関係)：
90-150 nm (NO, O, O2)











19周期 73.84 52.79 97.44
20周期 75.58 57.85 77.19
21周期 75.58 57.33 92.37
22周期 72.67 59.07 102.50








































































































E領域：90-150 nm (NO, O, O2)

























































































































































ne, ni ←太陽放射強度に比例 27
5. 考察
5.5 今サイクルの極小期のSq振幅が小さい理由-5
23周期の極小期は、熱圏大気の電離やその密度分布を決める太
陽EUV/UV(150nm以下)フラックスが前サイクルのものよりも低く、
かつ、低調な期間が長いために、地球大気に降り注ぐ放射エネル
ギーがかなり低いことが特徴である
電離圏の電子密度が低くなるばかりか、中性大気密度が減尐する
ため、電離圏電気伝導度が減尐し、電離圏電流が流れにくくなる
⇒電子密度と衝突周波数の両方が減尐する方向に変化
その結果、Sq場の振幅が減尐する
ただし、熱圏大気の温度分布が変化するため、大気の循環が変化
し、Sqの起電力(UXB)に影響がでる可能性もある
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